
 

 

 

 
 

鹿茸大補丸 

（ロクジョウタイホガン） 
(1,000 丸入)  

                                                                                             
 

鹿茸大補丸に含まれている生薬の作用 

 人参・白朮・茯苓・甘草・半夏・生姜････四君子湯の薬方で胃 

腸機能の衰えを治 

し食欲不振、嘔吐、 

腹力の虚耗を治す。 

 地黄・当帰・芍薬･･････････････････････四物湯の薬方で血行 

を良くし冷えを去 

り過敏な神経症状 

を治し皮膚の艶を 

よくする。 

 桂枝・芍薬・大棗・生姜・甘草･･････････桂枝湯の薬方で身体 

を温め諸臓器の機 

能を亢進させる。 

 茯苓・桂枝・白朮・甘草････････････････苓桂朮甘湯の薬方で 

心悸亢進や眩暈を 

治し自律神経の失 

調を治す。 

 

鹿茸大補丸を構成する薬物は上記四つの代表的処方を一つに集

めたようなものであると共に更に精力を増強するため肉 蓉・石

斛・杜仲が加味されており、その薬効の中心として中国の東北部

の酷寒地帯の生活経験から、その薬効を発見した鹿の袋角である 

鹿茸をおいたものである。従ってこの薬方の眼目は実に鹿茸なの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 【相談すること】 
１．次の人は服用前に医師または薬剤師に相談すること 

(1)医師の治療を受けている人。 

２．次の場合は、ただちに服用を中止し、医師または薬剤師

に相談すること 

(1)しばらく服用しても症状の改善がみられない場合。 

 

 

［効能・効果］ 
次の場合の滋養強壮：虚弱体質、肉体疲労、発育期、病中病後、

胃腸虚弱、食欲不振 

 

［用法・用量］ 

下記の量を食前または食間に水又は白湯にて服用してくださ

い。 

年  齢 １回量 １日服用回数

大人(１５歳以上) １５粒 

１５歳未満１２歳以上 １０粒 
３回 

１２歳未満 服用しないこと 

〈用法及び用量に関連する注意〉 

(1)定められた用法、用量を正しくお守りください。 

(2)小児に服用させる場合には保護者の指導監督のもと

に服用させるようにしてください。 

 

［成分・分量］ 

(1,000 丸中) 

オ ウ ギ ･････2.0g  タ イ ソ ウ ･････4.0g

ビャクジュツ ･････3.0g  ト ウ キ ･････2.0g

カ ン ゾ ウ ･････3.0g  ハ チ ミ ツ ････50.0g

ケ イ ヒ ･････3.0g  ハ ン ゲ ･････3.0g

ゴ ミ シ ･････3.0g  ブ ク リ ョ ウ ･････2.0g

ジ オ ウ ･････4.0g  セ ッ コ ク ･････3.0g

シ ャ ク ヤ ク ･････3.0g  ト チ ュ ウ ･････4.0g

ショウキョウ ･････2.0g  ニクジュヨウ ･････4.0g

ニ ン ジ ン ･････3.0g  ロ ク ジ ョ ウ ･････2.0g

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本剤について、何かお気付きの点がございましたら、お買い

求めのお店又は下記までご連絡いただきますようお願い申

しあげます。 

 

ウチダ和漢薬お客様相談窓口 

電話 ０３-３８０６-４１４１ 

受付時間 9:00～17:30(土、日、祝日を除く) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 売 元 

株式会社 ウチダ和漢薬 
東京都中央区日本橋本町４－２－８ 

 
製 造 販 売 元 

株式会社 ヤマダ薬研 
大阪府東大阪市菱屋西４－１－１９ 

 

 

使用上の注意 

 

服用前にこの説明書を必ずお読みください｡ 

また、必要な時に読めるように保管してください｡

第２類医薬品 

<鹿茸の効果> 

鹿茸は決して即効的なものではない。しかし、その連続

服用によって、はっきり認められることは漢方医学上で

言う元気の活動が盛んとなってくることである。 

漢方の処方学では鹿茸は熟地黄・杜仲・肉 蓉・石斛と

組合せて腎虚を治し腰痛を去ると誌しています。 

(1)小児の手のとどかない所に保管してください。

(2)直射日光をさけ、なるべく湿気の少ない涼しい

所に保管してください。 

(3)誤用をさけ、品質を保持するため、他の容器に

入れかえないでください。 

(4)本剤は生薬を原料とした製品ですから、原産地、

採集時期により色調・香味が多少異なることが

ありますが効果には変わりありません。 

(5)長い間保存していて、再び服用される場合、薬

が湿っていないか、不快な臭いがしないか、虫

害がないか等をよく確かめ、万一、そのような

ことがあれば、服用しないでください。

保管及び取扱い上の注意 


